
別紙２ 

事業所名 通所介護ふたば庵 

令和３年度第２回運営推進会議開催報告書 

開催日時 令和４年２月１０日（新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面会議） 

参加者 議題 

利用者        ０名 

利用者家族      １名 

地域住民の代表者   ２名 

市職員        １名 

地域包括支援センター １名 

事業所        １名 

１．サービス概要及び令和３年度（４～１２月）利用実績 

２．令和３年度活動内容の報告 

３．機能訓練について 

４．新型コロナウイルス感染症対策について 

５．ご意見、ご要望 

 

会 議 録 

１． サービス概要及び令和３年度（４～１２月）利用実績 

２． 令和３年度活動内容報告 

３． 機能訓練について 

４． 新型コロナウイルス感染症対策について 

※１～４は別紙資料にて説明 

５． ご意見、ご要望 

１．サービス概要及び令和３年度（４～１２月）利用実績について 

 ・連休は年末年始だけで職員も大変ですね。ご苦労様です。 

 ・女性の利用者が多く平均年齢も女性の方が高い事が解ります。 

 ・常に研修や勉強会をされており努力されている事が解ります。 

 ・今年度の利用実績と昨年度の利用実績について変化はありましたか。 

 →令和 2年度の年間平均利用者は 15.9名、令和３年度は 15.8名（3月 12

日現在）と利用実績に大きな変化はありません。令和２年度は 4月～６月頃

の新型コロナウイルス第２波の影響で３名の利用者が利用を中止されまし

た。令和３年度は１２月までは新型コロナウイルス感染症の影響はありませ

んでしたが、年を明けてからは新型コロナウイルス第６波の影響を受けて５

名の利用者が利用を中止されました。３月からは４名が利用を再開され利用

者数も増えてきています。 

 ・デイサービスにおいて、食事の窒息事故や誤嚥性肺炎が発生することがあり

ます。研修の中に「食事中の事故防止」とありますが、日頃の食事の提供に

ついて、どのようなことに気を付けてみえますか。 

→①嚥下状態を考慮し日々食事形態や食材を変更しています。 

 ②椅子に座り食事姿勢に注意し個々に適したスプーンや食器を準備します。 

  ③配膳時は間違えが無いように氏名と食形態を看護師と確認します。 

  ④食事介助は咀嚼、嚥下を確認しその人に合わせたペースで行います。 

  ⑤全体の見守りを行い、直ぐに対応できる体制をとっています。 



２．令和３年度活動内容の報告 

・コロナ禍の中、いろいろな制約がある中で、工夫をこらした行事等を行ってお

られ、利用者の楽しそうな雰囲気が伝わってきます。 

・毎日楽しく過ごす時間を作り、家に帰ってからも「今日は楽しかった」と話す

事ができる活動をしてみえます。 

・地域との繋がりが感じられていいと思います。 

・コロナ禍での活動を充実させ、利用者が楽しまれている様子が印象的です。 

・季節に合わせたいろいろな行事をしてくださり、通所者も変化や喜びを感じる

事ができ、豊かな老後が過ごせていると思う。 

  

３．機能訓練について 

 ・少しでも体を動かす事が機能向上に繋がる良い事ですね。 

 ・指導員を配置される事で専門的な訓練が充実される事はよかったと思います。 

 ・継続は力と申します。残された機能を少しでも使えるように毎日の積み重ねが

大切ですね。そのようにやって下さっていると思われます。 

 

 ４．新型コロナウイルス感染症対策について 

 ・オミクロン株は何処で感染するか解りません。注意する事は出来る限り注意し

ていると思います。 

 ・感染対策がとてもよく行われていると解りました。 

 ・感染予防の継続をお願いします。 

 ・常に感染に関しての思いが強く、職員の方はじめ利用者の方の体調にも気を配

られており、安心して施設利用できていると思います。 

 ・オミクロン株の急速拡大に伴い、私たち一人ひとりが危機感を持ち、感染症対

策を徹底する事が求められています。 

 ・「ウィローふたば緊急事態措置」のチラシは、良い例と悪い例をカラー写真を

使う事により視覚に訴える工夫がされており、非常に解りやすいと思います。 

 

５． ご意見、ご要望 

 ・ふたば庵の昼食がおいしいと言っています。手作りして下さって嬉しいです。 

  毎日が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


